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う
な
環
境
を
作
る
こ
と
⑴
」
と
定
義
さ
れ
る
。

人
種
、
国
籍
、
言
語
、
性
別
、
年
齢
、
容
姿
、

障
害
の
有
無
な
ど
の
外
見
的
な
違
い
だ
け
で

な
く
、
価
値
観
、
宗
教
、
生
き
方
、
考
え
方
、

生
活
、
性
的
指
向
、
趣
味
、
好
み
と
い
っ
た

様
々
な
内
面
の
違
い
を
も
受
容
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
に
個
人
の
特
性
を
活
か
し
て
能

力
を
発
揮
で
き
る
組
織
を
作
る
こ
と
は
、
個

人
の
み
な
ら
ず
組
織
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ

ラ
ス
が
あ
り
、最
近
の
経
営
学
に
お
い
て
は
、

「
変
化
対
応
能
力
が
求
め
ら
れ
る
今
日
に
お

い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
を
活
か
し
、

職
場
の
創
造
性
と
個
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
、
多
面
的
な
思
考
を
と
り
こ
み
な
が

ら
、
市
場
に
対
し
て
柔
軟
に
適
応
で
き
る
組

織
に
変
革
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
⑵
」
と

し
て
、
成
長
戦
略
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目

的
は
四
つ
あ
る
。
ま
ず
Ｄ
Ｍ
を
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
必
然
性
で
あ
る
。
女
性
、
非

言
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
Ｄ
Ｍ
の
概
要

を
説
明
し
、
多
様
な
人
材
を
擁
す
る
企
業
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
課
題
に
つ
い
て
、

「
能
力
の
多
様
性
」
の
視
点
を
踏
ま
え
た
考

察
と
提
言
を
行
い
た
い
。

２
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
何
か
。
英
語

で
は“diversity

”
で
あ
り
、
相
違
、
変

化
、
多
種
多
様
を
意
味
す
る
。
対
義
語
と

し
て
は“unity

”（
単
一
性
）、
あ
る
い
は 

“convergence

”（
集
中
性
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。 

“D
iversity &

 Inclusion

”（D
I

：
多

様
性
の
受
容
）
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
が
、
こ
こ
で
は「
人
材
の
多
様
性
」
と
定

義
す
る
。
そ
し
て
、
多
様
な
人
材
を
管
理
す

る
手
法
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト（
多
様
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）で
あ
り
、「
外

見
上
の
違
い
や
内
面
的
な
違
い
に
か
か
わ
り

な
く
、
す
べ
て
の
人
が
各
自
の
持
て
る
力
を

フ
ル
に
発
揮
し
て
、
組
織
に
貢
献
で
き
る
よ

１
　
は
じ
め
に

経
済
成
長
の
柱
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
女

性
社
員
の
活
躍
推
進
を
皮
切
り
に
、
障
が
い

者
の
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ
、
高
齢
者
の
継

続
雇
用
法
制
化
、
非
正
規
雇
用
者
に
対
す
る

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
適
用
、
労
働
力
不
足

に
よ
る
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
、
そ

し
て「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
の
施
行
な
ど
、

近
年
に
お
い
て
人
材
多
様
化
に
関
連
す
る
政

策
が
立
て
続
け
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
国
の
動
き
に
加
え
、
熾
烈
な
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
る
企
業
に
お

い
て
は
、
多
様
な
人
材
の
管
理
を
意
味
す
る

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｄ
Ｍ
）」

が
重
要
な
経
営
課
題
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
る
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
企

業
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
も
必
要
な
視

点
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、多
様
な
職
種
、

多
様
な
業
務
、
そ
し
て
多
様
な
人
材
を
擁
す

る
今
日
の
企
業
に
こ
そ
Ｄ
Ｍ
は
不
可
欠
と
も

正
規
雇
用
者
、
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど
、
職

場
は
す
で
に
多
様
な
人
材
で
占
め
ら
れ
て
お

り
、
従
来
の
同
質
性
に
基
づ
く
人
事
管
理
手

法
は
通
用
し
な
い
。
次
に
危
機
管
理
及
び

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
視
点
で
あ
る
。
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
め
た
様
々

な
人
権
へ
の
対
応
を
誤
る
こ
と
は
、
企
業
に

と
っ
て
致
命
傷
と
な
り
か
ね
な
い
。
三
つ
目

は
公
正
の
視
点
で
あ
る
。
男
女
雇
用
均
等
推

進
や
男
女
共
同
参
画
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

関
連
の
法
令
や
施
策
の
推
移
を
見
る
だ
け
で

も
、
Ｄ
Ｍ
が
社
会
公
正
の
文
脈
に
沿
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
最
後
に
成
果
の

視
点
が
あ
る
。
全
員
の
働
き
や
す
さ
や
働
き

が
い
が
向
上
す
る
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
定
着
率
が
改
善
す
る
、
業
務
の
創

造
性
が
高
ま
る
、
市
場
に
対
し
て
柔
軟
に
対

応
で
き
る
、
組
織
変
革
・
風
土
改
善
に
つ
な

が
る
、
組
織
の
求
心
力
を
高
め
る
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
組
織
経
営
に
お
い
て
Ｄ
Ｍ
は
重
要

な
競
争
戦
略
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

３
　「
能
力
の
多
様
性
」
を
考
え
る

多
様
な
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
多
様

性
の
根
拠
と
な
る
個
人
の
属
性
や
そ
れ
ぞ
れ

が
抱
え
る
制
約
ご
と
に
検
討
を
行
う
こ
と

が
一
般
的
で
あ
る
⑶
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と

り
で
異
な
る「
能
力
の
多
様
性
」
に
つ
い
て
、

企
業
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
今
ま
で
も
企
業
は
個
人
の
能
力
に
基

づ
い
て
採
用
選
考
し
、
人
事
考
課
に
よ
っ
て

異
動
・
昇
進
・
昇
格
を
行
い
、
細
か
い
処
遇

の
差
を
つ
け
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
従
来
も
日
本
企
業
は
能
力
の
多
様

性
に
対
応
し
て
き
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
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特集 企業におけるキャリア形成支援の課題

こ
れ
は
事
実
だ
ろ
う
か
。
も
し
も
企
業
が
能

力
を
正
し
く
定
義
し
て
基
準
を
定
め
、
一
人

ひ
と
り
の
能
力
を
適
切
に
評
価
し
て
配
置
・

処
遇
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
概
念

は
そ
も
そ
も
不
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

多
様
な
人
材

4

4

4

4

4

の
活
用
と
は
多
様
な
能
力

4

4

4

4

4

の
活

用
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
企
業

は
多
様
な
人
材
を
活
用
す
る
以
前
に
、
同
質

な
人
々
が
持
つ
多
様
な
能
力
を
十
分
に
活
用

で
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
人
材
育

成
の
現
状
を
分
析
す
る
こ
と
が
近
道
だ
ろ

う
。
少
し
古
い
デ
ー
タ
だ
が
、
筆
者
が
企
業

に
対
し
て
行
っ
た
５
年
間
に
及
ぶ
調
査
結
果

が
あ
る
⑷
。
約
２
０
０
社
の
日
本
企
業
に
対

し
て
過
去
10
年
に
お
け
る
人
材
育
成
の
状
況

を
聞
い
た
質
問
か
ら
は
、
以
下
の
課
題
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
は
、
人
材
育
成
が
不
十
分
で
あ
っ
た

背
景
と
し
て
、
①
業
績
不
振
に
よ
る
予
算
不

足
、
②
成
果
偏
重
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
軽
視
、

③
不
明
確
な
人
材
育
成
方
針
を
多
く
の
企
業

が
挙
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
に
始

ま
る
世
界
同
時
不
況
の
影
響
は
総
額
人
件
費

に
お
け
る
人
材
育
成
の
予
算
を
削
減
さ
せ
る

結
果
と
な
り
、
さ
ら
に
結
果
を
重
視
す
る
成

果
主
義
の
導
入
に
よ
っ
て
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
中
心

と
し
た
プ
ロ
セ
ス（
能
力
）
支
援
が
弱
体
化

し
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
第
二
は
、
そ

う
い
っ
た
状
況
で
行
わ
れ
た
人
材
育
成
策

は
、
短
期
的
で
散
発
的
な
研
修
、
社
員
の
自

主
性
に
任
せ
た
自
己
啓
発
、
一
部
の
限
定
さ

れ
た
社
員
に
対
す
る
教
育
が
中
心
で
あ
っ
た

点
で
あ
る
。
法
改
正
や
リ
ス
ク
に
対
応
す
る

場
当
た
り
的
な
研
修
や
新
人
研
修
に
代
表
さ

れ
る
特
定
層
へ
の
教
育
、
あ
る
い
は
幹
部
候

補
育
成
の
た
め
の
限
定
的
な
選
抜
教
育
な
ど

が
人
材
育
成
の
実
態
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
人
材
育
成
が
行
わ
れ
な

い
真
空
地
帯
が
発
生
し
、
教
育
訓
練
と
キ
ャ

リ
ア
開
発
の
乖
離
が
生
じ
、
成
長
や
学
習
を

支
援
す
る
風
土
が
醸
成
さ
れ
な
い
現
状
に

至
っ
た
点
で
あ
る
。

育
成
が
手
薄
と
な
っ
た
真
空
地
帯
と
し
て

は
、
管
理
職
、
高
齢
社
員
、
女
性
社
員
、
非

正
規
労
働
者
を
指
摘
で
き
る
。
日
本
企
業
に

お
け
る
人
材
育
成
は
、
若
年
層
に
は
丁
寧
な

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
部
長
以
上
の
優
秀
な
選
抜
人
材
に
対
し

て
は
手
厚
い
育
成
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
30
歳
前
後
の
中
堅
層
か
ら
40
代
半
ば

の
ミ
ド
ル
層
、
そ
し
て
従
来
の
同
質
性
か
ら

逸
脱
す
る
高
齢
者
、
女
性
、
非
正
規
雇
用
者

の
育
成
計
画
は
極
め
て
脆
弱
で
あ
る
。
人
材

育
成
を
構
成
す
る
教
育
訓
練
と
キ
ャ
リ
ア
開

発
に
お
い
て
、
教
育
訓
練
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
弱
体

化
に
よ
る
限
定
的
な
Ｏ
ｆ
ｆ
― 
Ｊ
Ｔ
と
個
人

に
丸
投
げ
さ
れ
た
自
己
啓
発
が
中
心
と
な

り
、
キ
ャ
リ
ア
と
の
連
動
は
機
能
し
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
組
織
学

習
が
実
践
さ
れ
て
い
な
い
の
が
日
本
企
業
の

今
日
の
姿
か
も
し
れ
な
い
。
人
材
育
成
の
面

で
は
、
日
本
企
業
は
同
質
性
に
基
づ
く
教
育

訓
練
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
最
低
限
の
範
囲
で

し
か
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な

い
事
実
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
従
来
の
日

本
企
業
に
お
け
る「
能
力
の
多
様
性
」
と
は
、

曖
昧
な
基
準
と
勤
続
年
数
に
基
づ
く「
優
秀

な
人
材
」と「
劣
っ
た
人
材
」の
区
別
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

４
　
多
様
な
能
力
に
あ
ふ
れ
た
組
織

づ
く
り
へ

先
ほ
ど
の
調
査
結
果
に
は
続
き
が
あ
る
。

過
去
10
年
間
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
今
後

の
取
り
組
み
の
意
向
を
併
せ
て
聞
い
て
い

る
。
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
従
来
以
上

に
従
業
員
の
成
長
や
学
び
続
け
る
姿
勢
を
支

援
し
、
全
社
的
に
学
び
続
け
る
企
業
文
化
を

醸
成
し
、
人
材
力
を
強
化
し
た
い
と
考
え
る

企
業
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
自
由
回
答

欄
か
ら
は
、「
企
業
は
人
な
り
」
と
い
っ
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
留
ま
ら
ず
、
環
境
が
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
従
来
以
上
に
業
務
が
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
中
、
企
業
が
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
従
業
員
が
継
続
的
に
学
び
、
成

長
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
い
う
認
識
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

性
別
、
国
籍
、
年
齢
、
雇
用
形
態
な
ど
と

は
異
な
り
、「
能
力
」
と
い
う
基
準
を
適
用

す
る
な
ら
ば
、
か
つ
て
の
日
本
企
業
の
職
場

も
十
分
に
多
様
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か

し
企
業
は
こ
の
事
実
に
気
付
か
ず
、
多
様
な

能
力
に
あ
ふ
れ
た
組
織
づ
く
り
を
怠
っ
て
き

た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
か
ら
も
企
業
の
人
材

と
能
力
は
多
様
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
企
業
が
行
う
べ
き
こ
と
は
、
多
様
な

人
材
が
持
っ
て
い
る
潜
在
能
力
を
適
切
な
基

準
と
評
価
に
よ
っ
て
可
視
化
し
、職
場
を「
多

様
な
顕
在
能
力
」
で
満
ち
あ
ふ
れ
た
も
の
に

変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
能
力
評
価
や
能
力
開
発

の
ツ
ー
ル
と
し
て
一
時
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
見
直
す
こ
と
、
あ
る
い
は

製
造
現
場
で
培
わ
れ
た
カ
イ
ゼ
ン
活
動
や
小

集
団
活
動
を
す
べ
て
の
職
場
に
適
用
す
る
こ

と
な
ど
が
有
効
だ
ろ
う
。
多
様
な
人
材
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
日
本
企
業
の
取
り

組
み
は
、
よ
う
や
く
緒
に
就
い
た
ば
か
り
な

の
で
あ
る
。

⑴
　
東
京
に
本
社
を
置
く
大
手
１
２
３
社

（
２
０
１
９
年
４
月
現
在
）に
よ
る
、
東
京
人
権
啓

発
企
業
連
絡
会
の
定
義
に
よ
る
。http://w

w
w

.
jinken-net.com

/gozonji/know
ledge/0302.

htm
l 

を
参
照
。

⑵
　
谷
口
真
美（
２
０
０
５
）『
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
―
多
様
性
を
い
か
す
組
織
』
白
桃
書

房
。

⑶
　
例
え
ば
、
女
性
管
理
職
の
登
用
推
進
策
、
65
歳

以
降
の
高
齢
者
の
処
遇
、
障
が
い
者
雇
用
に
向
け

た
特
例
子
会
社
の
設
立
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用

拡
大
、
が
ん
治
療
を
抱
え
る
従
業
員
の
両
立
支
援

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

⑷
　
日
本
生
産
性
本
部
と
筆
者
に
よ
る「
人
事
部
門

が
抱
え
る
課
題
と
そ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」。
２
０
１
２
年
度
の
調
査
で
は
、

過
去
10
年
間
に
お
け
る
、
従
業
員
の
成
長
や
学
び

続
け
る
姿
勢
を
支
援
す
る
取
り
組
み
が
十
分
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
十
分
で
あ
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
企
業
は
４
割
に
も
満
た
ず
、
十

分
で
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
企
業
が
多
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

【
参
考
文
献
】

・
Ｎ
・
Ｊ
・
ア
ド
ラ
ー
『
異
文
化
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
』
マ
グ
ロ
ウ
ヒ
ル
社
、
１
９
９
２
年

・
Ｃ
・
Ａ
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
、
Ｓ
・
ゴ
シ
ャ
ー
ル

『
地
球
市
場
時
代
の
企
業
戦
略
―
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
』
日
本
経
済

新
聞
社
、
１
９
９
０
年

・
木
谷
宏
『
「
人
事
管
理
論
」
再
考
―
多
様
な
人
材

が
求
め
る
社
会
的
報
酬
と
は
』
生
産
性
出
版
、

２
０
１
６
年

・
谷
口
真
美
『
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―

多
様
性
を
い
か
す
組
織
』
白
桃
書
房
、
２
０
０
５

年


